
1　継続組織の前提に関する注記

   　継続組織の前提に重大な疑義を抱かせる事象または状況はない。　

2　重要な会計方針

（1） 固定資産の減価償却の方法

　定額法によっている。

（2） 引当金の計上基準

①　賞与引当金

　　　職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

②　退職給付引当金

　　　職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、当期末において発生して

　　いると認められる額を計上している。

　　　なお、退職給付債務は期末自己都合退職要支給額に基づいて計算している。

（3） 消費税等の会計処理

　消費税などの会計処理は税込方式によっている。

3　会計方針の変更

   　　 該当なし。

4　基本財産および特定資産の増減額およびその残高

     基本財産および特定資産の増減額およびその残高は次のとおりである。

(単位：円)

区分 資産の種類

基本財産

定期預金

小　　計

特定資産

減価償却引当資産

新規諸設備積立資産

特定費用準備資金

退職給付引当資産

小　　計

合　　計

5　基本財産および特定資産の財源等の内訳

     基本財産および特定資産の財源等の内訳は次のとおりである。

(単位：円)

基本財産

定期預金

小　　計

特定資産

減価償却引当資産

新規諸設備積立資産

特定費用準備資金

退職給付引当資産

小　　計

合　　計 208,377,967 （0） (194,672,955 ) (13,705,012 )

13,705,012 （0） (0 ) (13,705,012 )

198,377,967 （0） (184,672,955 ) (13,705,012 )

96,400,000 （0） (96,400,000 ) -

20,047,326 （0） (20,047,326 ) -

10,000,000 （0） (10,000,000 ) -

68,225,629 （0） (68,225,629 ) -

10,000,000 （0） (10,000,000 ) -

133,610,537 77,245,490 2,478,060 208,377,967

科目 当期末残高
（うち指定正味財産か

らの充当額）
（うち一般正味財産か

らの充当額）
（うち負債に対応する

額）

123,610,537 77,245,490 2,478,060 198,377,967

0 20,047,326 0 20,047,326

10,275,012 3,430,000 0 13,705,012

63,287,961 7,415,728 2,478,060 68,225,629

50,047,564 46,352,436 0 96,400,000

10,000,000 0 0 10,000,000

10,000,000 0 0 10,000,000

財務諸表に対する注記

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高



6　担保に供している資産

7　固定資産の取得価額、減価償却累計額および当期末残高

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額および当期末残高は次のとおりである。

(単位：円)

8  債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高および当該債権の当期末残高

    債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高および当該債権の当期末残高は次のとおりである。

(単位：円)

9　保証債務等の偶発債務

　　該当なし。　　　　　

10　関連当事者との取引の内容

　　 該当なし。　　　　　　

11　重要な後発事象

　　 該当なし。　　　　　　

12　退職給付関係

　(1) 採用している退職給付制度の概要

    　退職一時金制度を採用しており、その必要資金の一部として 特定退職金共済制度を併せて採用している。

      （2023年4月1日よりポイント制退職金制度を導入している。）

　(2) 退職給付債務およびその内訳

(単位：円)

　退職給付債務

　外部積立額

　退職給付引当金

　退職給付引当不足額

15,909,000

2,194,870

3,430,000

9,118

未　収　金 36,561,441 0 36,561,441

合　　計 36,561,441 0 36,561,441

合　　計 94,498,574 68,225,629 26,272,945

科目 債権金額
貸倒引当金の
当期末残高

債権の当期末残高

什  器  備  品 42,991,384 29,580,385 13,410,999

ソフト ウ エア 38,392,399 31,254,332 7,138,067

科目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物附属設備品 13,114,791 7,390,912 5,723,879

　　 該当なし。



1　基本財産及び特定資産の明細

(単位：円)

区分 資産の種類

基本財産

定期預金

小　　計

特定資産

減価償却引当資産

新規諸設備積立資産

特定費用準備資金

退職給付引当資産

小　　計

合　　計

2　引当金の明細

(単位：円)

目的使用 その他

18,421,996 0

0 0退職給付引当金 10,275,012 3,430,000 13,705,012

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高

賞与引当金 18,421,996 18,313,000 18,313,000

123,610,537 77,245,490 2,478,060 198,377,967

133,610,537 77,245,490 2,478,060 208,377,967

0 20,047,326 0 20,047,326

10,275,012 3,430,000 0 13,705,012

63,287,961 7,415,728 2,478,060 68,225,629

50,047,564 46,352,436 0 96,400,000

10,000,000 0 0 10,000,000

10,000,000 0 0 10,000,000

附　属　明　細　書

期首帳簿価額 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価額


